
 <おすすめ本の紹介> 

『みえるとかみえないとか』/ヨシタケシンスケ・伊藤亜紗（著） 

主人公は宇宙飛行士でさまざまな星に調査へ行き、そこで出会った 

宇宙人との違いについて描かれています。 

見える人と見えない人の世界の感じ方の違い、見えないからできないことや見えないから

こそできること、誰でも少なからず違いがあることが絵本で表現されています。 

「障がい」というものをちょっと違ったアプローチで考え直す機会やみんなが感じている

「当たり前」を考える機会になる１冊です。 

  

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

＜全体会を開催しました＞ 

2 月 24 日（金）午前 10 時～ 熱田区役所等複合施設 ５階 集団指導室にて 

①今年度の協議会についての活動報告 各部会長より  

②重層的支援体制整備事業 熱田区社会福祉協議会 小川事務局次長より 

③自立支援協議会の機能について、西ブロック協議会と市自立支援連絡会について 

熱田区障害者基幹相談支援センター センター長 久野より 

④グループワーク（協議会に期待すること、自分としてできること） 

 総勢３２名の方にお越しいただき全体会を開催し、グループワークでは様々な意見が出ま

した。詳細につきましては議事録をご覧ください。 

 

 

 

IMOM を利用して 4 年程になります。つい最近中区の事業所から金山に移動しました。 

車椅子に乗っているのでエレベーターが使いやすく、トイレも広く利用しやすい金山に移動

しました。8F なので景色が良く、空が見れるのがとても良いです。 

スタッフも利用者の方も明るいのでとても居心地が良いです。 

実家がコーヒー豆の自家焙煎店をやっているので親近感も湧きます。 

ここのコーヒーもおいしいので、もっと多くの人に広まったらいいなと思います。 

IMOM 金山 利用者 K    



 

 

事業所の特徴・ＰＲ 

活動内容 

 

サービス種類／ 放課後等デイサービス ・ 児童発達支援                   

法 人 名：名古屋キリスト教社会館 

事 業 所 名：デイサービスあつた 

住 所：熱田区神宮四丁目９－１２              

T E L：052-681-1167 

交通機関（最寄り駅）：地下鉄熱田神宮伝馬町から徒歩 5 分 

バ リ ア フ リ ー 対 応：なし 

開 所 日 ・ 時 間：放デイ：月・火・木・金 14：15～17：30 第 2、4 土 9：15～13：15 

             児発：月・木 9：45～12：45 

定 員：   １０名          利用者の主たる障害状況：   知的障害、自閉症                          

                活動内容および自己ＰＲなど                          

 

 

①「保育者同士のつながりの深さ」

送迎を行っていない分、スタッフと親御さんで顔を合わせて話すことができ、学校の様子、他事業所での様子や 

家庭で困っている姿など子どものこと、家庭のことを一緒にとらえあっています。コロナ前はお母さん同士で交

流会を行う機会もありました！                                      

②「楽しいことをさらに広げて」                                     

子どもたちの要求に合わせて、「楽しい」「やってみたい」を大切にしています。身体を動かしてあそぶことが

好きな子は、片道２０～３０分近く歩いて大きな遊具のある公園にあそびに行ったり、温水プールで思いっきり

泳いだりしています。学校が早帰りの時には、電車やバスに乗って遊園地やプール、大きな公園にお出かけに行

くこともあります。土曜日の活動では、造形の先生に来ていただき、陶芸や楽器作りなど工具やいろいろな道具

を使って本格的な作品を作っています。                                     

③様々な経験を大事にしたプログラム」                                 

毎年 7 月末から岐阜県郡上市の小那比というところで、2 泊 3 日のキャンプを行ってきています。最近は、コロ

ナ禍で安全にキャンプを行うために 1 泊 2 日で少人数で日行っています。飯盒炊さんでまき割りや火起こしをし

て自分たちでご飯を作ったり、川あそびやキャンプファイヤー、花火などの楽しいプログラムをしながら、夏の

思い出作りをしています。 

 

小学生：クッキング（ホットケーキ、クレープ、パフェなど）クラックビー玉、水鉄砲、プラバンなどの制作 

    キャンプごっこ（火起こし、バーベキュー、外でハンモック、花火） 

電車博士になろう（写真を撮ろう！ベストスポットを探しに行こう！） 

    身体を動かしてあそぼう！（園庭でプール、公園、トランポリン）など。 

中高生：本格的なクッキングに挑戦しよう！（材料の買い物、うどん作り（計量、成形など）） 

    造形の先生と素敵な作品を作ろう！（陶芸、木工、キャンドル、楽器作りなど） 

 ※夏休みや学校の早帰りの日は、刈谷児童遊園や聚楽園のプール、熱田プール、大高緑地公園など少し遠出のお出かけをしています。 

事務局    

熱田区役所福祉課 

熱田保健センター保健予防課 

熱田区社会福祉協議会 

熱田区障害者基幹相談支援センター  
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